
農の雇用関連事業の助成金交付申請等の新様式について 
 

 

 助成金交付申請書では、研修生と研修指導者の自署が必須でしたが、２０２２年４月から手

続きの簡素化のため、自署が不要な新様式に変更されます。  

なお、新様式と旧様式の誤り、事業の相違等で提出された場合、再提出となりますので、ご注

意願います。 

 
１．新様式に変わる時期 

  ２０２２年４月以降に実施する研修から適用。 

  ※２０２２年３月以前に実施した研修分については、自署必須です。 

 

２．変更箇所 

助成金交付申請書の様式第１１号－２（４ページ目）の自署欄が氏名（研修生、研修指導者）

の入力とチェック欄となります。必ず研修生と研修指導者が申請内容を確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．新様式になる様式一覧 

  ・農の雇用事業  助成金交付申請書（様式研第１１号－２） 

  ・就職氷河期世代雇用就農者実践研修支援事業 研修実績報告書（様式就第１８号－２） 

 

  下記の方は様式の誤りに注意！！（雇用就農者実践研修支援事業の様式ではありません） 

対象者 農の雇用事業で採択後、２０２２年４月～２０２３年３月を 

雇用就農者実践研修支援事業で支援される方 

使用する様式 農の雇用事業 助成金交付申請書（様式研第１０号・１１号） 

 

４．提出方法 

  メールでの提出になる予定（詳細は、所在地の都道府県農業会議等へご確認をお願いします） 

 

５．事業実施マニュアルについて 

  事業実施マニュアル、助成金交付申請書一式記入ガイドの自署部分については、次の内容に読

み替えをお願いいたします。 

以上 

新様式 

－記入例－ 


